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平成２０年新上五島町議会第３回臨時会 

会 期 日 程 表 

(会期 1日間) 
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8 月 18 日 
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・ 会期の決定 

・ 常任委員会委員の選任 
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平成２０年８月１８日（月曜日） 

 

○ 出席議員（２６名） 

１ 番  増 田 忠 彦        ２ 番  坪 井 泰 助 

３ 番  松 下 敏 彦        ４ 番  三 村 暢 一 

５ 番  祝 部 大 喜        ６ 番  川 口 正 康 

７ 番  中 野 千 尋        ８ 番  野 中 誠 藏 

９ 番  江 﨑 作 博       １０ 番  濱 田 俊 哉 

１１ 番  前 田 あおい       １２ 番  前 川 良 行 

 １３ 番  濱 崎 義 久       １４ 番  荒 木 祥 司 

 １５ 番  永 田 重 之       １６ 番  大 角 洋 一 

 １７ 番  住 屋 良 儀       １８ 番  小 田 敏 彦 

 １９ 番  川 口 昭 一       ２０ 番  下 原 謙 二 

 ２１ 番  法 村 正 樹       ２２ 番  本 村 誠 二 

 ２３ 番  近 藤   守       ２４ 番  江 口 德 一 

２５ 番  中 山 正 和       ２６ 番  津 田 祐 一 

  

○ 欠席議員（０名） 

 

 
○ 地方自治法第１２１条の規定に基づく出席者 

 町   長  井 上 俊 昭    副 町 長  江 上 悦 生 

 教 育 長  道 津 利 明    会 計 管 理 者  湯 川 剛 三 

総 務 課 長  近 藤 忠 博    財 政 課 長  堀 江 英 生 

 まちづくり推進課長  富 永 重 利    水 産 課 長  太 田   均 

環 境 課 長  白 石 英 穗    監 理 課 長   小瀬良   清 

若 松 支 所 長  元 山 信 吉    新魚目支所長  渡 辺 大三郎 

有 川 支 所 長  原    光 康    奈良尾支所長  吉 本 佳 文 

 

  

行財政改革担当理事       村 山 弘 司 

政策企画担当理事        田 口 信 弘 

 
○ 議会事務局出席者 

 局     長  山 田   章    局 長 補 佐  浦 口 淳 一 

 書     記  久 家 知 徳    書     記  杉   亜希子 
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平成２０年新上五島町議会第３回臨時会 

議 事 日 程 

 

 平成 20 年 8 月 18 日(月) 午後 1時 30 分開議 

 

日程第 1 議席の指定変更 

日程第 2 会議録署名議員の指名 

日程第 3 会期の決定について 

日程第 4 常任委員会委員の選任 

日程第 5 諸報告（招集挨拶、行政報告） 

日程第 6 承認第 14 号  専決処分事項の承認を求めることについて 

           （損害賠償の額を定めることについて） 

日程第 7 承認第 15 号  専決処分事項の承認を求めることについて 

           （損害賠償の額を定めることについて） 

日程第 8 議案第 69 号  道土井地区漁村再生交付金工事請負契約の締結について 
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＝午後 １時３０分 開会＝ 

○ 議長（津田祐一君）只今、出席議員は26名であ

ります。定足数に達しておりますので、これから平

成20年新上五島町議会第3回臨時会を開会いたし

ます。 

  お手元に配付の議事日程により、ただちに本日の

会議を開きます。 

日程第1 「議席の指定変更」を行います。 

  今回の議員補欠選挙で当選された 3 名の議員の

議席は、会議規則第4条第2項及び議会運用基準の

規定により、『増田忠彦議員』を 1番に、『坪井泰助

議員』を2番に、『松下敏彦議員』を3番に指定し

ます。 

  次に、議席の変更を行います。 

只今、着席のとおり、今回当選された3名の議員

の議席に関連し、会議規則第4条第3項及び議会運

用基準の規定により、『三村暢一議員』を4番とし、

以後、議席を順次繰り下げて、それぞれ変更します。 

 指定変更した議席は、お手元に配りました議席表の

とおりであります。議席番号及び氏名を事務局長に

朗読させます。事務局長。 

○ 局長（山田 章君）それでは、議席の指定変更に

よる議席表の朗読をいたします。 

議席番号、1番議席『増田忠彦議員』、2番議席『坪

井泰助議員』、3番議席『松下敏彦議員』、4番議席

『三村暢一議員』、5番議席『祝部大喜議員』、6番

議席『川口正康議員』、7 番議席『中野千尋議員』、

8番議席『野中誠藏議員』、9番議席『江﨑作博議員』、

10番議席『濱田俊哉議員』、11番議席『前田あおい

議員』、12番議席『前川良行議員』、13番議席『濱

崎義久議員』、14番議席『荒木祥司議員』、15番議

席『永田重之議員』、16 番議席『大角洋一議員』、

17番議席『住屋良儀議員』、18番議席『小田敏彦議

員』、19番議席『川口昭一議員』、20番議席『下原 

謙二議員』、21番議席『法村正樹議員』、22番議席

『本村誠二議員』、23番議席『近藤守議員』、24番

議席『江口德一議員』、25番議席『中山正和議員』、

26 番議席『津田祐一議員』以上で朗読を終わりま

す。 

○ 議長（津田祐一君）ここで、3名の議員各位に対

し、ご当選、誠におめでとうございます。心からご

祝意を申し上げます。 

  3名の議員に自己紹介を兼ねて挨拶をお願いいた

します。1番 増田議員。 

○ １番（増田忠彦君）（登壇）皆さん、こんにちは。

去る8月 10日、町議会議員補欠選挙において、当

選証書をいただきました増田忠彦です。 

昭和29年 2月 15日生まれの54歳です。昭和47

年に上五島高校を卒業し、翌 48年、家業のハマチ養

殖業に従事して以来、現在に至っています。 

  農業、漁業、観光を中心とする新上五島町の産業

は、まだまだいろいろな可能性を秘めていると思い

ます。活力ある新上五島町の再生のために議員とし

て議会や議員活動を精一杯行っていきたいと思い

ますので、皆さんのご指導をよろしくお願いいたし

まして私の挨拶といたします。（降壇） 

（議場内拍手） 

○ 議長（津田祐一君）以上で、増田議員の挨拶を終

わります。次に、2番 坪井議員。 

○ ２番（坪井泰助君）（登壇）皆さん、改めまして、

こんにちは。 

増田議員同様、今回の補欠選挙で熱い戦いをやっ

てまいりました坪井です。鯛ノ浦の出身であります。 

以前、旧有川町時代に一度議員として活動したこ

とがあります。私の基本的な考えを一言申し上げて

挨拶に代えさせていただきます。 

独善を排し、衆議を求め、常に自らを反省しなが

ら、町の改革推進し、時代の要請と、そして地域の

住民の要請に応えていくという柔軟な姿勢と力強い

対応力を持って議会活動をしていきたいとこのよう

に考えております。先輩諸氏のご指導をよろしくお

願いいたします。以上で挨拶に代えさせていただき

ます。（降壇） 

（議場内拍手） 

○ 議長（津田祐一君）以上で、坪井議員の挨拶を終

わります。3番 松下議員。 

○ ３番（松下敏彦君）（登壇）今回、補欠選挙に立候

補し、当選した松下敏彦でございます。どうぞ、よ
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ろしくお願いします。 

私は、今回、町内津々浦々回らしていただきまし

た。その中で、町民の大半が全て合併していいこと

がなかったという切実な声を耳にしてきました。そ

ういうわけで、合併してよかったなとそういう小さ

い仕事でも出来ればなと明るいそういうあれを出来

ればなという使命に今燃えております。そういうわ

けで、どうかよろしくお願いいたします。（降壇） 

（議場内拍手） 

○ 議長（津田祐一君）以上で、新議員3名の紹介と

挨拶を終わります。 

  3名の議員各位におかれましては、今後、町民の

代表として、町勢の発展のため、活発な議会活動を

展開されますよう期待いたします。 

日程第2 「会議録署名議員の指名」を行います。 

  本臨時会の会議録署名議員は、会議規則第120条

の規定により、8番 野中 誠藏議員、9番 江﨑

作博議員を指名いたします。 

  日程第3 「会期の決定について」を議題といた

します。 

お諮りいたします。本臨時会の会期は、本日1日

間にしたいと思います。これにご異議はありません

か。 

（ 「異議なし」の声あり ） 

  ご異議なしと認めます。 

  したがって、本臨時会の会期は、本日1日間と決

定いたしました。 

 日程第4 「常任委員会委員の選任」を行います。 

お諮りいたします。 

  今回当選された議員 3 名の常任委員の選任につ

いては、委員会条例第7条第1項の規定により、お

手元にお配りいたしました名簿のとおり、『増田忠

彦議員』を総務常任委員に、『坪井泰助議員』、『松

下敏彦議員』の2名を文教厚生常任委員に指名した

いと思います。これにご異議はありませんか。 

（ 「異議なし」の声あり ） 

 ご異議なしと認めます。したがって、只今、指名

しました 3 名の議員をそれぞれの常任委員に選任

することに決定いたしました。 

日程第5 「諸報告」を行います。 

まず、始めに町長から本臨時議会に付議する議案

の提出がありました。お手元に配付のとおりです。 

次に、町長から招集の挨拶を受けることにいたし

ます。町長。 

○ 町長（井上俊昭君）（登壇）こんにちは。 

本日ここに平成 20年第 3回新上五島町議会臨時

会を招集申し上げましたところ、議員の皆様方には

ご健勝にてご出席を賜り、衷心より厚く御礼を申し

上げます。 

まずは、この度の町議会議員補欠選挙におきまし

て、厳しい選挙戦を勝ち抜かれ、晴れのご当選をな

されましたお三方の新議員の皆様方に心からお慶

びを申し上げます。おめでとうございました。 

また、私もこの度、町民皆様の温かいご支援、ご

理解を賜り、引き続き2期目の新上五島町政を担当

させていただくこととなりました。選挙期間中、大

変お騒がせご迷惑をおかけしたことと思っており

ますが、この席をお借りして議員各位、町民の皆様

方に心から御礼を申し上げますとともに、この私に

課せられた重責を果たすために、さらに全力を尽く

す決意でありますので、今後ともよろしくご支援ご

指導のほどを賜りますようお願いを申し上げまし

て簡単ですが、再任のご挨拶とさせていただきます。 

なお、私はまだ、1 期目の任期中でありまして、

2 期目にあたっての所信につきましては、改めて9

月定例会において申し述べさせていただきたいと

考えておりますので、今しばらくのご猶予を賜りま

すようお願いを申し上げます。 

さて、本日、本臨時会におきましては、損害賠償

の額を定める専決処分事項の承認を2件、道土井地

区漁村再生交付金工事の請負契約の締結に係る案件

の3議案について、ご審議をお願いするものであり

ます。どうかよろしくご審議をいただきまして、適

正なるご決定を賜りますようお願いを申し上げます。

（降壇） 

○ 議長（津田祐一君）これで町長の挨拶を終わりま

す。 

次に、町長から、行政報告の申し出があっており
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ますので、これを受けることにいたします。町長。 

○ 町長（井上俊昭君）（登壇）それでは、議長のお 

許しをいただきまして、行政報告を4点ほど行わさ

せていただきます。 

まず、1点目は、親和銀行奈良尾支店、有川支店

の窓口業務の営業終了についての件であります。 

すでに皆様も新聞、報道等でご承知のことと思い

ますが、本町の指定金融機関である親和銀行の奈良

尾支店が9月 22日に、有川支店が11月17日にそ

れぞれ青方支店に統合され、青方支店は9月 22日

より『新上五島支店』に名称を変更することとなり

ました。このことによって、引き続き、親和銀行と

しては本町の指定金融機関の中核として質の高い

金融サービスを提供していくとそういった方針が

示されたわけであります。 

私としましては、両店舗の廃止に伴って利用者の

皆様、特に高齢者あるいは、近くの商店街の皆様方、

また、役場においても、業務へ少なからず影響が出

てくるものと懸念されることから先月の28日、月

曜日に津田議長、及び田尾商工会長とともに佐世保

の親和銀行本店へ出向いて反対を表明するととも

に少なくとも支店の廃止に伴う影響について、最大

限の対応をするように要望をしてまいりました。 

この要望についての回答については、今月21日、

木曜日に本店の常務が来庁して説明をしたいとい

うことでありますが、電話での応対状況で考えます

と当初の方針を覆す姿勢は全く感じられておりま

せん。 

とにかく、今後の協議経過については、次の議会

でご報告させていただきますので、よろしくお願い

いたします。 

2点目は、世界遺産登録へ向けた記念切手の発売

についてであります。8月 1日に本町の教会を題材

とした『オリジナルフレーム切手』が町内の簡易郵

便局を除く 12の全郵便局で一斉に発売をされまし

た。これが現物であります。 

（議場内提示） 

世界遺産登録へ向けたＰＲ活動の一環として、町

職員が撮影した写真等を提供して郵便局へお願い

をしておりましたが、世界遺産暫定リスト入りをし

た青砂ヶ浦天主堂と頭ヶ島天主堂を始め、水面に映

えて美しい中ノ浦教会など10点の教会を紹介して

おりまして、この2,000シートが期間限定で発売さ

れました。 

なお、この件については、大司教区、及び各教会

の神父様方には、許可をいただいております。 

これは、8月 1日一斉に販売をされたわけであり

ますが、もう既に予定としては10月末まで販売を

する計画でありましたが、もうほとんどの郵便局で

完売という状況になりました。現在、増刷をしてく

れという要望もあっておりますが、私としても世界

遺産登録の機運を高めていくためにも次の第 2 段

を考えていきたいというふうに思っております。 

次に、3 点目は、平成 22 年放映が決定いたしま

したＮＨＫの大河ドラマ『龍馬伝』に向けての本町

の取り組みについて説明をいたします。 

これは、幕末屈指の経済人であります岩崎弥太郎

の視点で龍馬を描いておりますが、このドラマにつ

いては、ＮＨＫで1年間放映をされるわけでありま

す。その主な舞台としては、長崎が想定されており

ます。この坂本龍馬の33年の生涯の中で、長崎市

と本町に坂本龍馬の足跡があります。 

本町においては、坂本龍馬の友人で海援隊隊員で

ある池内蔵太（いけくらた）ら12人の水夫が乗船

した木造帆船ワイルフェフ号が江ノ浜沖の潮合崎

で遭難したという事実、そしてまた、その池内蔵太

らが眠る江ノ浜の墓地、仮墓地へ慶応 2 年の 6 月

14 日、坂本龍馬が乙丑丸（いっちゅうまる）で現

地を訪れて、碑文と金子（きんす）を与えて、その

墓碑を建立させた一連の潮合騒動というのが、歴史

として残っております。これについては、書物に記

されておりまして、この本町の歴史と自然の魅力を

全国に発信する絶好の機会と捉えておりまして、知

事にその旨伝えておりましたが、今回、県内自治体

では、本町と長崎市だけがその誘致メンバーの1人

に選ばれました。そして同時にその他、龍馬会、あ

るいは、観光物産関係団体などで今回、推進協議会

を設立することとなりまして、その第1回の総会が
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9月 2日行われることになりました。会長は、金子

知事で、私も長崎市長とともに委員に選任されまし

たので、本町としてもドラマ制作の支援とともにロ

ケ地あるいは、その歴史の紹介などテレビで流して

もらうということで、働きかけを行うと同時にイベ

ントの実施など町内龍馬会あるいは、熱意のある皆

さんとともに受け入れのための機運を盛り上げて

いきたいというふうに考えております。 

次に最後は、誘致をしたコールセンター、上五島

コンタクトセンターの拡大による応募状況であり

ます。先にお知らせをいたしましたとおり、現在

10人を募集しているわけであります。 

そしてまた、来春の高校生の新卒者を30名募集

したいということであります。その状況としては、

残念ながら 10人を募集いたしておりますが、応募

が少ないという状況にあります。仕事を探している

方がおられましたら、まずは会社に電話していただ

いて、面接を受けていただければというふうに思っ

ております。募集は随時行っておりますので、是非

皆様方からもお知らせをいただければというふう

に思っておりますし、また、来春の高校の新卒者

30 人の応募状況についても、上五島高校、中五島

高校に行って積極的に売り込んでおりますが、残念

ながら高校生は県外への就職希望が非常に多いと

いうことで、ほとんどが地元に残りたくないという

か、残らないという状況にあります。そういったこ

とで、会社としても、せっかく経営が安定してきて、

これから規模を大きく拡大していこうという矢先

でありますが、残念ながら希望者が少ないこの新上

五島町で、この 40名を全て賄うことは難しい状況

になってきたということで、なにしろ、役場として

も高校生の親御さん達にもう少し働きかけをした

方がいいんじゃないかと、そのようなことで、言わ

れておりますし、本町としてもせっかく誘致した企

業でありますので、是非町民の皆様、議員の皆様方

とともに支援をしていきたいというふうに思って

おりますので、知人、親戚あるいは、島外で働く人

たちが帰ってきたいということであれば、お知らせ

をいただければというふうに思っておりますので、

何とぞよろしくお願いを申し上げたいと思います。

以上であります。 

これからの議案審議につきましては、よろしくお

願いいたしたいと思います。（降壇） 

○ 議長（津田祐一君）これで、町長の行政報告を終

わります。 

日程第 6 承認第 14 号「専決処分事項の承認を

求めることについて（損害賠償の額を定めることに

ついて）」、日程第 7 承認第 15 号「専決処分事項

の承認を求めることについて（損害賠償の額を定め

ることについて）」、以上2議案は関連がありますの

で、議会会議規則第37条の規定により、一括議題

といたします。 

提案理由の説明を求めます。環境課長。 

○ 環境課長（白石英穗君）（登壇）こんにちは。 

議案書の1ページから4ページまでをご覧願いま

す。 

承認第14号・専決第21号及び承認第15号・専決

第22号『損害賠償の額を定めることについて』を一

括して、提案説明を行わせていただきます。 

承認第14号・専決第21号。 

本案は、町が所有する車両の駐車ブレーキ不完全

操作に起因して発生しました物損事故に関し、損害

賠償の額を定めることについて、地方自治法第 179

条第 1項の規定により、専決処分を致しましたので、

同条第3項の規定により報告し、承認を求めるもの

でございます。 

損害賠償の相手方 住所 長崎県南松浦郡新上五

島町奈良尾郷865番地17 氏名 宮崎初一郎。 

損害賠償額 602,416円。 

承認第15号・専決第22号。 

本案は、町が所有する車両の駐車ブレーキ不完全

操作に起因して発生しました物損事故に関し、損害

賠償の額を定めることについて、地方自治法第 179

条第 1項の規定により、専決処分を致しましたので、

同条第3項の規定により報告し、承認を求めるもの

でございます。 

損害賠償の相手方 住所 長崎県南松浦郡新上五

島町奈良尾郷888番地19 氏名 宮崎勇夫。 
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損害賠償額 25,326円。 

次に、事故の概要についてご説明いたします。 

平成20年 5月 25日、新上五島町奈良尾地区の一

斉清掃に協力するため、町が所有する2ｔ塵芥車（パ

ッカー車）を環境課が若松地区ごみ収集業者の山口

建設から借り受け、ごみ等を町職員で収集していま

した。 

  同日、午前10時 30分頃、新上五島町奈良尾郷853

番地 5、国道 384号線沿いに塵芥車を停車し、駐車

ブレーキを引き、下車して、車両周辺の除草された

草及びごみ等の収集を行い、その後、車両後部の回

転板巻き込みボタンを押し、巻き込み動作を開始し

ました。一連の巻き込み作業工程を終了後、回転板

の中に、ごみ等の収集物が残っていないか確認をし

ている時、急に塵芥車が動き出し、国道の傾斜を下

がり始めたので、作業をしていた3名で、塵芥車後

部から動く車両を止めようと試みましたが、止める

ことが出来ず、勢いを増しながら、車両後部より相

手方所有の墓地外壁ブロックに衝突して、墓地のブ

ロック塀を破損したものであります。 

  次に、事故の原因につきましては、1 点目としま

して、車両の駐車ブレーキの操作が不完全であった

こと。 

  2 点目としまして、運転手が下車する際に車止め

をしなかったこと。 

  3 点目としまして、勾配のついた坂道であるにも

かかわらず、運転手が下車してしまったこと。 

  以上の3点が考えられます。 

  基本的には、車両の駐車ブレーキは、確実に固定

する。下車する際には、確実に車止めをする。 

また、塵芥車の運転手は、通常作業時は下車しな

い。 

  このような基本的なことを、確実に守っていれば、

今回の事故は、確実に防ぐことが出来たと判断いた

します。 

  以後、このような事故が起こらないよう、安全運

転の基本を遵守し、慎重の上に慎重を期し、今後の

作業に従事する所存でございます。 

以上で説明を終わります。（降壇） 

○ 議長（津田祐一君）これで説明を終わります。 

これから2議案について、一括して質疑を行いま

す。質疑はありませんか。17番 住屋議員。 

○ １７番（住屋良儀君）損害賠償額が、出されてい

ますけれども、これ、説明の中で十分されてなかっ

たんですけど、保険対応が出来たのかどうかという

ことですね。それと、車の修理代が掛かったのかど

うか。車の修理代については、どうしたのかとその

2点についてお伺いいたします。 

○ 議長（津田祐一君）環境課長。 

○ 環境課長（白石英穗君）1 点目の損害でございま

すが、保険で全て対応出来ております。 

それと、2 点目の車の修繕でございますが、パッ

カー車の修理に要した費用は、106 万 9,215円掛か

っております。以上です。 

○ 議長（津田祐一君）それは、何で対応したの。 

○ 環境課長（白石英穗君）車両の方も保険で対応い

たしております。 

○ １７番（住屋良儀君）だから、通常、我々が議会

で求めるのは、金額があって、予算がどこから出た

のかと。そして、どういう処理をして、実質、お金

を出すのは、住民の税金、皆さんの税金を使うわけ

ですからね。だから、どこから出て、どういうふう

な処理をしたというところまで説明をしてもらわな

いとあなた、本会議でこういうふうなことを聞かれ

ること事態があなた、恥ずかしいと思わないといけ

ないよ。それについて、もうちょっと詳しくここら

辺は説明してよ。車両保険もちゃんと入っていて、

年間車両保険どれくらい掛かっているのかってね。

実際106万というのは、修理代としては、これは大

きな金額ですよ。これは、免責はなかったのかどう

かもお尋ねします。 

○ 議長（津田祐一君）総務課長。 

○ 総務課長（近藤忠博君）今回の事故に伴う保険で

すけれども、財団法人の全国自治協会という協会が

ございます。この協会が行っている自動車損害共済

という共済でございます。ご指摘のように、車両共

済、それから、対物賠償共済、対人賠償共済がござ

いまして、今回は、塵芥の車両共済につきましては、
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106万 9,215円。これは全額、車両共済で対応が出

来ております。 

それから、宮崎氏に与えた損害賠償額の 602,416

円と 25,326円につきましては、対物賠償共済という

ことで、限度額が300万円でございます。したがい

まして、この2件につきましても、全額、共済で対

応が出来たということでございます。 

共済のお支払いにつきましては、直接保険会社か

ら修理をしていただいた業者の口座に振り込みを行

っております。したがいまして、この対物共済につ

いては、町の予算を通さずに直接お支払いをしたと

いう状況でございます。 

それから、年間の共済の掛金ですけれども、町全

体で町の車両関係でいきますと全額で大体600万ぐ

らい年間掛けるんですけど、このパッカー車につい

ては、車両共済については、年額18,780円でござい

ます。 

それから、対物共済につきましてが、10,650 円、

それから、対人が9,340 円ということで、合計額が

38,770円という状況でございます。以上でございま

す。 

○ 議長（津田祐一君）いいですか。他にありません

か。25番 中山議員。 

○ ２５番（中山正和君）今回の場合は、人身事故に

ならなくて本当によかったなと思っております。 

これは、普段使ってない職員が、たまたま地区の

共同作業に協力したという形でやっているわけです

ので、今後、こういうことが二度と起きないように

徹底を図っていただきたいと思いますので、よろし

くお願いいたします。 

○ 議長（津田祐一君）答弁はいいですか。他にあり

ませんか。 

 （ 「質疑なし」の声あり ） 

  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。

討論、採決は、各案件ごとに行います。 

  まず、承認第14号について討論を行います。 

  討論はありませんか。 

（ 「討論なし」の声あり ） 

  討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

  採決いたします。 

本案は、承認することにご異議ありませんか。 

（ 「異議なし」の声あり ） 

  ご異議なしと認めます。 

したがって、承認第 14 号「専決処分事項の承認

を求めることについて（損害賠償の額を定めること

について）」は、承認することに決定いたしました。 

次に、承認15号について討論を行います。 

討論はありませんか。 

（ 「討論なし」の声あり ） 

  討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

  採決いたします。 

本案は、承認することにご異議ありませんか。 

（ 「異議なし」の声あり ） 

ご異議なしと認めます。 

したがって、承認第 15 号「専決処分事項の承認

を求めることについて（損害賠償の額を定めること

について）」は、承認することに決定いたしました。 

日程第8 議案第69号「道土井地区漁村再生交付

金工事請負契約の締結について」を議題といたしま

す。 

  提案理由の説明を求めます。水産課長。 

○ 水産課長（太田 均君）（登壇）議案第69号につ

いて、ご説明いたします。議案書の5ページをお願

いいたします。 

本件は、道土井地区漁村再生交付金工事について、

請負契約を締結するにあたり、議会の議決に付すべ

き契約及び財産の取得又は処分に関する条例第2条

の規定に基づき、議会の議決を求めるものでありま

す。 

契約の目的は、道土井地区漁村再生交付金工事。 

  契約方法は、指名競争入札による契約であります。 

  契約金額は、73,080,000円。 

  契約の相手方は、長崎県南松浦郡新上五島町青方

郷1531番地1 株式会社 坂本組 代表取締役 坂

本昌勝でございます。 

  次に、事業目的と経過及び工事の概要についてご

説明いたします。 

道土井漁港は、昭和39年 5月に漁港指定を受けた
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第 1種町管理漁港であります。 

  漁港区域は、「道土井地区」と「真手ノ浦地区」か

ら構成されており、本事業は、道土井漁港の真手ノ

浦地区集落道整備として、平成16年度に旧上五島町

により、計画が新町に引継がれた事業でございます。 

  本集落は、急傾斜地に住居が点在し形成され、主

要生活道は里道を利用しており、生活環境面・漁具

の運搬など漁業就労の不便解消と同時に、緊急車両

（消防車・救急車）の通行や防災活動道路として、

整備を図るものでございます。 

  当初全体計画を平成17年度から平成21年度とし

全体計画延長 300ｍ、事業費1億 6,500万円を予定

しておりましたが、事業費不足が判明しため、平成

19年度に計画変更を取り、計画最終年度平成 21年

度を平成23年度までと延ばし、延長を230ｍ、事業

費3億円としております。 

  事業名についても平成 19 年度までは漁業集落環

境整備事業としておりましたが、平成20年度からは、

国・県と協議の結果、漁村再生交付金事業に変更と

なり、補助率も国・県併せて65％～72％と高補助率

となっております。 

  本年度の事業内容としましては、集落道延長62.8

ｍの暫定断面でありますが、直立擁壁工が主な内容

となっております。 

なお、入札につきましては、平成20年 7月24日

に執行を致しております。7月 28日付けで仮契約を

締結、完成工期につきましては、平成21年 3月 19

日を予定いたしております。 

  参考資料として、議案説明資料に、位置図・平面

図及び入札結果一覧表を添付いたしております。    

ご審議方よろしくお願いいたします。以上で説明

を終わらせていただきます。（降壇） 

○ 議長（津田祐一君）これで説明を終わります。 

これから質疑を行います。質疑はありませんか。

17番 住屋議員。 

○ １７番（住屋良儀君）まず、今回の入札に関して

15者が指名競争入札に入っていると。まず、この指

名基準について、お伺いいたしたいと思います。通

常、発注基準辺りを見ますとＡＢ辺りが500万以上

で2,000万超えると特定建設業者であるというふう

な要綱が私の手元にある要綱には書いてあるんです

けれども、この要綱が変わったのかどうか、そこら

辺についてもお伺いします。 

○ 議長（津田祐一君）監理課長。 

○ 監理課長（小瀬良 清君）平成20年度、本年度か

ら改正があっておりまして、工事別発注基準合理化

対策要綱の中にありますけれども、土木工事一式に

ついては、1億円以上がＡランク、500万円以上はＡ

Ｂランク、500 万円未満がＣランクということでご

ざいます。 

ただし、留意事項として建設業法第 16 条及び第

22条に規定する下請け契約の制限、又は禁止等に該

当すると思われる工事については、特定建設業許可

の有無を重視するという改正を行っております。以

上です。 

○ 議長（津田祐一君）17番 住屋議員。 

○ １７番（住屋良儀君）そういうことは、特定建設

業ということについては、さほど、こだわらなくっ

て、通常の業者でもＢランクであれば、500 万円以

上1億円未満の入札には入れるってことですよね、

今の説明からするとですね。それともちろん、技術

者とか規模によって違うとは思いますけれどね。 

ちなみに、今回の入札に入られた15者で、特定建

設業を持っている業者、持っていない業者は何者ず

つあるのかお伺いします。 

○ 議長（津田祐一君）監理課長。 

○ 監理課長（小瀬良 清君）会社名は申し上げませ

んが、今現在でよろしいでしょうか。 

○ 議長（津田祐一君）15者の中で。 

○ 監理課長（小瀬良 清君）9 業者が特定建設業の

許可を有しているということでございます。以上で

す。 

○ 議長（津田祐一君）17番 住屋議員。 

○ １７番（住屋良儀君）合併当初からすると非常に

その入札基準が緩くなった指名基準ではないかとい

う気がしますね。土木に関しても、今後、建設に関

しても、いろんな形で要綱が変わってくるんじゃな

かろうかと。地元の業者さんは、そっちの方が喜ば
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しいと思っているわけですけどもね。前々から言っ

ているように500万以下のＣランクについては、30

数者が指名に入るという馬鹿げたようなそういう入

札の仕方をしていたんだからね。それについて、あ

る程度Ｂランク以上について、それについては、緩

和されたということで、理解していいと取っていい

わけでしょうね。 

それと、今後どういうふうな仕事が出るかわから

ないけれども、この指名要綱について、入札要綱辺

りについて、もちろん町のホームページには載って

いるとは思いますし、業者については説明があるか

もわからないけども、我々、例規集を見る人間にと

って、例規集の差し替えができる間というのは、そ

ういう大事なことについて全然情報が入らないわけ

ですよ。 

だから、その入札要綱辺りが変わった時には、要

綱として、我々議会に対して書類を配付していただ

ければ、うれしいことだと思いますけど、そこら辺

についてはどうでしょうか。 

○ 議長（津田祐一君）監理課長。 

○ 監理課長（小瀬良 清君）今回の改正は、議員ご

指摘のように、非常に大きな改正を行っておりまし

て、業者さんにつきましては、全業者、町長の命を

受けて、通知をしております。 

ただ、議員さん方には、配付をしていなかったと

いうことで、今後こういった大きな改正をするにあ

たっては、そういうことでお知らせをしていきたい

と考えております。以上です。 

○ 議長（津田祐一君）他にありませんか。 

 （ 「質疑なし」の声あり ） 

  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（ 「討論なし」の声あり ） 

  討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

  採決いたします。 

本案は、原案のとおり決定することにご異議あり

ませんか。 

（ 「異議なし」の声あり ） 

  ご異議なしと認めます。 

したがって、議案第 69 号「道土井地区漁村再生

交付金工事請負契約の締結について」は原案のとお

り可決されました。 

  以上で、本臨時会に付議された案件の審議は、す

べて終了いたしました。 

お諮りいたします。 

本臨時会における議決の結果生じた条項、字句数 

字、その他の整理を要するものについては、その整

理を議長に委任願いたいと思います。 

これにご異議ありませんか。 

（ 「異議なし」の声あり ） 

  ご異議なしと認め、議会会議規則第 45 条の規定

により、その整理権を議長に委任することに決定い

たしました。 

以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

これをもって、平成20年新上五島町議会第3回 

臨時会を閉会いたします。 

  

＝ 午後 ２時１５分 閉会 ＝ 
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